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Nishida K, Fukao Y , Watada S, et al.  

Array observation of background atmospheric waves in the seismic band from 1 mHz to 0.5 Hz   

GEOPHYSICAL JOURNAL INTERNATIONAL 162 (3): 824-840 SEP 2005  

 

Tono Y, Kunugi T, Fukao Y , et al.  

Mapping of the 410-and 660-km discontinuities beneath the Japanese islands   

JOURNAL OF GEOPHYSICAL RESEARCH-SOLID EARTH 110 (B3): Art. No. B03307 MAR 30 

2005  
備考：・研究成果を論文等で発表される場合、以下の形式の文章を謝辞等に記載して下さい。 

       (英語）This study was supported by the Earthquake Research Institute cooperative research program. 

      （和文）本研究は、東京大学地震研究所共同研究プログラムの援助をうけました。 

   ・特定共同研究 B については、プロジェクト終了年度に冊子による報告書の提出が必要です。 

研究成果について、本所の談話会、セミナー、「広報」での発表を歓迎いたします。 



研究実績報告 
「地球深部の構造とダイナミクス」 

概要 
海底広帯域地震学・海底電磁気トモグラフィーの展開 
 海底広帯域地震計アレーによるフィリピン海の表面波ピュアパス位相速度測定 
 海底広帯域地震計アレーによるフィリピン海下のマントル不連続面の起伏測定 
太平洋横断海底ケーブルを利用した電気伝導度トモグラフィー 
海底長期電磁気観測の実施 

 
日本列島下の４１０—６６０km 不連続面のマッピング 
 ２００２年にウラジオストク直下で発生した深発地震により出た、４１０km および６６

０km 不連続面での垂直反射波を含む外核反射の S 波が、日本国内にある約５００台

の Hi-Net 傾斜計および約６０台の F-Net 広帯域地震計によって記録された。これら観測さ

れた上部マントル反射波を、地球シミュレータを用いて３次元地球に対するスペクトル要

素法で計算された理論的予測値との相関解析にかけ、反射点深度の精密決定を行った。こ

うして得られたマントル内反射面のマップと P 波トモグラフィーイメージとの比較を行っ

た。６００km 不連続面は、西南日本下の地震を起こさないスラブの底面にそって、およそ

１５km ほどへこんでいることがわかった。通常の深さから凹みまでは、およそ２００km の

水平距離で遷移している。一方、４１０km 不連続面についてはスラブ上面に関係する不均

質構造にじゃまされ、見かけ上極端に大きな高まりがあるように解析では得られた。しか

し、不均質の影響をあまり受けない観測点を選べば、スラブの内部で４１０km 不連続面が

浅くなっていることを示唆することがわかった。 
 
電気伝導度トモグラフィーと地震トモグラフィーの比較による遷移層の水の存在量の推定 
  本研究では、太平洋横断電話線用海底ケーブルを再利用した電位差ネットワークデー

タを主として用いて太平洋下のマントル遷移層の３次元電気伝導度構造を求めた。今年度

は、この結果と地震波トモグラフィーの結果を用いて、マントル遷移層内部の水の存在量

の推定を行った。地球深部の温度構造を仮定し、室内高温高圧実験による水を含む遷移層

物質に対する測定結果を用いて電気伝導度を含水率に変換した。トモグラフィーの比較で

は、特にフィリピン海下の遷移層に高電気伝導度異常でありながら、顕著な速度異常が見

られない領域が見出されていた。解析した結果、この領域の含水量は、0.3 重量パーセント

あるいはそれ以上であることが示された。 
 
海底長期電磁気観測 
海半球計画に引き続き、９点の陸上地磁気観測、７本の海底ケーブルによる電位差観測を

継続した。また北西太平洋では，1 億数千万年の古い海底下の深部マントル構造とコア・ダ

イナミクスを探る目的で，海底長期電磁気観測を継続して行い、得られた観測データと人

工衛星によって取得されたデータや陸上の地磁気観測所のデータとを比較して、観測の信

頼度が確認された。 
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